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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下部走行体を備え、この下部走行体の上に、垂直軸心回りに旋回される上部旋回体を備
えると共に、この上部旋回体により、先端に作業装置が装着された屈曲自在な作業腕が起
伏自在に支持されてなる作業車両において、前記下部走行体に、上下方向に相対的に開閉
する上部顎体と下部顎体とを有し、前記上部顎体と下部顎体とのそれぞれ相対する側に切
断刃を取付け、前記下部顎体に対して前記上部顎体が上下方向に開閉する切断装置を、前
記下部走行体に対して上下方向に回動自在に支持されてなることを特徴とする切断作業車
両。
【請求項２】
　前記作業装置が、少なくとも切断刃および掴持部を有する開閉自在な切断・掴持装置で
あることを特徴とする請求項１に記載の切断作業車両。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、プラント等の構造物の解体により生じる鉄骨等の長尺で太い大型鋼材を切断
する切断作業車両に関し、より詳しくは可能な限り大型の切断装置を小型の作業車両に装
着し、狭い作業現場でも移動しながら大型鋼材を切断し得るようにした切断作業車両の技
術分野に属する。
【０００２】
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【従来の技術】
　周知のとおり、プラント等の解体によって生じる鉄骨等の長尺で太い大型鋼材は、切断
作業車両の切断装置により所定長さに切断された後にリサイクルされている。このような
切断装置は、一般に、下部走行体を備え、この下部走行体の上に、垂直軸心回りに旋回さ
れる上部旋回体を備えると共に、この上部旋回体により屈曲自在な作業腕が起伏自在に支
持されてなる作業車両本体である油圧ショベ
ル本体の前記作業腕の先端部に装着されている。そして、切断装置は旋回機構を備えると
共に、この旋回機構の反作業腕側に、鋼材を切断する開閉自在な切断刃を備えている。な
お、旋回機構を備えていない構成の切断装置もある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところで、鉄骨等のように長尺で太い大型鋼材を切断する場合には、大型で大重量の切
断装置を作業腕の先端に装着する必要があるため、車両の安定性の関係上、大型の油圧シ
ョベル本体を採用する必要がある。そのため、イニシャルコストやランニングコストに関
して不経済であるばかりでなく、狭い作業現場での大型鋼材の切断作業が困難で、比較的
広い作業現場にしか投入することができない
という解決すべき課題があった。
【０００４】
　従って、本発明の目的は、構造物の解体により生じる鉄骨等のように長尺で太い大型鋼
材を切断することができ、イニシャルコストやランニングコストが安価で、しかも狭い作
業現場にも投入し得る切断作業車両を提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであって、従って本発明の請求項１に
係る切断作業車両が採用した手段は、下部走行体を備え、この下部走行体の上に、垂直軸
心回りに旋回される上部旋回体を備えると共に、この上部旋回体により、先端に作業装置
が装着された屈曲自在な作業腕が起伏自在に支持されてなる作業車両において、前記下部
走行体に、上下方向に相対的に開閉する上部顎体と下部顎体とを有し、前記上部顎体と下
部顎体とのそれぞれ相対する側に切断刃を取付け、前記下部顎体に対して前記上部顎体が
上下方向に開閉する切断装置を、前記下部走行体に対して上下方向に回動自在に支持され
てなることを特徴とする。
【０００６】
　本発明の請求項２に係る切断作業車両が採用した手段は、請求項１に記載の切断作業車
両において、前記作業装置が、少なくとも切断刃および掴持部を有する開閉自在な切断・
掴持装置であることを特
徴とする。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態に係る切断作業車両を、その側面図の図１と、作業腕を省略
した状態を示すその平面図の図２と、切断装置の側面図の図３と、切断装置の下部走行体
への装着状態を示す側面図の図４と、切断装置の下部走行体への装着状態を示す平面図の
図５と、切断・掴持装置の側面図の図６とを順次参照しながら説明する。
【０００８】
　先ず、図１および図２を参照しながら、本実施の形態に係る切断作業車両の全体構成を
説明すると、図に示す符号１は、履帯走行式の切断作業車両である。この切断作業車両１
は、履帯走行式の下部走行体２１と、この下部走行体２１の上に垂直軸心回りに旋回可能
に搭載され、運転室２３を備えた上部旋回体２２と、この上部旋回体２２の前記運転室２
３の側方位置に起伏可能に設けられ、ブーム２４ａおよびこのブーム２４ａの先端に回動
可能に枢支されたアーム２４ｂからなる屈曲自在な作業腕２４とを有する作業車両本体２
を備えている。
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【０００９】
　前記作業車両本体２の下部走行体２１の前側には、履帯の先端よりも前方に突出し、鉄
骨等の長尺であって、かつ大型の鋼材（以下、大型鋼材という。）を切断する、上下方向
に開閉する切断刃を有する後述する構成になる切断装置３が装着されている。また、前記
作業腕２４の先端には、作動リンク２６によりリンク連結ピン２７を介して回動される、
後述する構成になる切断・掴持装置５が作業
装置連結ピン２５を介して装着されている。
【００１０】
　前記切断装置３を、図３乃至図５を参照しながら説明すると、符号３１は切断装置本体
で、この切断装置本体３１は、シリンダ収容部を備え、先端部に下側に凸であって、かつ
刃先を上側に向けた「くの字状」に屈曲形成されてなる下部切断刃３２ａが固着された下
部顎体である固定刃保持フレーム３２を備えている。
　この固定刃保持フレーム３２の下部切断刃３２ａの基端部には、水平な開閉支持ピン３
３を介して、上側に凸であって、かつ刃先を下側に向けた「くの字状」に屈曲形成されて
なる上部切断刃３４ａが固着された上部顎体である可動刃保持フレーム３４が開閉可能に
枢着されている。
【００１１】
　この可動刃保持フレーム３４には、前記固定刃保持フレーム３２の後端部付近に取付け
られた水平なロッド連結ピン３６を介してロッド側が連結されてなる可動刃作動用シリン
ダ３５のボトムの先端が、水平なボトム連結ピン３７を介して連結されている。つまり、
可動刃作動用シリンダ３５のロッドの伸縮で切断装置本体３１の可動刃保持フレーム３４
を上下方向に回動させることにより、下部切
断刃３２ａと上部切断刃３４ａとで大型鋼材を切断することができるように構成されてい
る。
【００１２】
　上記のとおり、前記下部切断刃３２ａおよび上部切断刃３４ａは「くの字状」に屈曲形
成されているが、これらの屈曲の程度は、上部切断刃３４ａが最も開かれたときには、下
部切断刃３２ａと上部切断刃３４ａとの中程より先端側の相対する刃先の間隔が中程より
先端側が若干大きく開き目になるように、かつ上部切断刃３４ａが閉じられたときには、
先端側になるにつれて下部切断刃３２ａと上
部切断刃３４ａとの食違い量が大きくなるように設定されている。これにより掴持状態で
大型鋼材を切断することができ、切断中に大型鋼材が下部切断刃３２ａと上部切断刃３４
ａとの間から外れてしまうようなことがない。
【００１３】
　前記切断装置本体３１の後部側には、図４、および図５に示すように、側面形状が「こ
の字状」（図４参照）であって、かつ平面形状が矩形状に形成された後述する構成になる
接合構造体３８が固着されている。この接合構造体３８は、前記切断装置本体３１の後部
側の上下面、および端面の沿う形状に折り曲げ形成され、前記切断装置本体３１の後部側
を掴持する状態で接合されてなる接合フレーム３８ａと、この接合フレーム３８ａの凸側
の左右方向の二個所に固着され、側面の上部と下部とにピンが水平に嵌合されるピン嵌合
穴が設けられた左右一対ずつのブラケット３８ｂ，３８ｂと、一端側が切断装置本体３１
の両側面に固着され、他端側と上側端面とが前記接合フレーム３８ａに固着された補強リ
ブ３８ｃ、３８ｃとから構成されている。
【００１４】
　前記ブラケット３８ｂ，３８ｂの下部のピン嵌合穴は、回動支点ピン４６を介して、平
面形状がＨ型の後述する構成になる回動支持機構４に連結されている。この回動支持機構
４は、一端側が回動支点ピン４６を介して前記ピン嵌合穴が連結され、他端側が下部走行
体２１の前側に固着されてなる左右一対の平行な主フレーム４１，４１と、一対の主フレ
ーム４１，４１の相対する側面に端部が固着された連結筒４２とから構成されている。さ
らに、前記一対の主フレーム４１，４１のそれぞれにボトム連結ピン４４を介して回動用
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シリンダ４３，４３のボトム側が連結されると共に、そのロッドの先端が前記ブラケット
３８ｂ，３８ｂの下部のピン嵌合穴に嵌合されたロッド連結ピン４５，４５に連結されて
なる構成になっている。
【００１５】
　前記切断・掴持装置５を、図１および図６を参照しながら説明すると、この切断・掴持
装置５は、作業装置連結ピン２５を介してアーム２４ｂの先端に連結されると共に、リン
ク連結ピン２７を介して作動リンク２６が連結される一対のブラケット５１（図では、何
れも１枚が示されている。）を備えている。これらブラケット５１の反連結側には、旋回
機構取付板５２が固着されており、この旋回
機構取付板５２に、この旋回機構取付板５２のブラケット５１側に設けられた油圧モータ
５３ａで駆動される旋回機構５３が設けられている。
【００１６】
　前記旋回機構５３には、シリンダ収容部を備え、波状に形成された固定掴持部５４ｂを
先端部に備える共に、この固定掴持部５４ｂの奥側に固定切断刃５４ａを備えた切断・掴
持体である固定フレーム５４が固着されている。この固定フレーム５４の固定切断刃５４
ａの基端部には、前記固定フレーム５４の旋回中心と直交する開閉支持ピン５６を介して
、先端部に前記固定掴持部５４ｂと噛合する
波状に形成された可動掴持部５５ｂを備えると共に、この可動掴持部５５ｂの奥側に前記
固定切断刃５４ａとの間で機材等を切断する可動切断刃５５ａを備えた切断・掴持体であ
る可動フレーム５５が回動可能に枢着されている。
【００１７】
　さらに、この可動フレーム５５には、前記固定フレーム５４の旋回機構５３付近に取付
けられたボトム連結ピン５８を介してボトム側が連結されてなる可動刃作動用シリンダ５
７のロッドの先端がロッド連結ピン５９を介して枢着されており、この可動刃作動用シリ
ンダ５７のロッドの伸縮で可動刃保持フレーム５５を回動させることにより、固定切断刃
５４ａと可動切断刃５５ａとで鋼材を切断す
ると共に、固定掴持部５４ｂと可動掴持部５５ｂとで物体を掴持、かつ開放し得るように
構成されている。なお、ブラケット５１の旋回機構取付板５２への固着部付近に明けられ
た抜き穴から見えるものは、周知の構成になるスイベルジョイント６０である。
【００１８】
　以下、上記構成になる切断作業車両１の作用態様を説明すると、作業車両本体２の下部
走行体２１に、固定刃保持フレーム３２に固定された下部切断刃３２ａと、開閉支点ピン
３３を支点として開閉する可動刃保持フレーム３４に固定された上部切断刃３４ａとを備
えた切断装置３を支持させる構成であって、従来例のように、作業腕の先端に装着する構
成でないために、この切断装置３を従来より
も小型の作業車両本体に装着しても安定性が損なわれるようなことがない。
　これにより、むしろ重心位置が下がって車両の安定性が増し、この切断装置３により安
定した状態で長尺で太い大型鋼材を簡単に切断することができるのに加えて、イニシャル
コストやランニングコストが安価になり、しかも狭い作業現場にも投入し得るという優れ
た効果が生じる。さらに、上記のとおり、重心位置が下がって車両の安定性が増すから、
大型で能力の高い切断・掴持装置５を装着す
ることが可能になるという効果もある。
【００１９】
　また、前記切断装置３の切断装置本体３１は、作業車両本体２の下部走行体２１に固着
した回動支持機構４に回動支点ピン４６を介して上下方向に回動可能に支持されていて、
下部切断刃３２ａが取付けられた固定刃保持フレーム３２を地盤に預けることにより安定
した状態で大型鋼材を切断することがてきるから、大型鋼材の切断作業時における安全性
が向上するという効果がある。
【００２０】
　さらに、上記のとおり、作業作業本体２の作業腕２４の先端には、固定掴持部５４ｂお
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よび固定切断刃５４ａを持つ固定フレーム５４と、可動掴持部５５ｂおよび可動切断刃５
５ａを持つ開閉自在な可動フレーム５５とを備えると共に、この可動フレーム５５の開閉
支持ピン５６と直交する軸心を旋回中心として前記固定フレーム５４と可動フレーム５５
とを旋回させる旋回機構５３を備えた切断・
掴持装置５が装着されている。
【００２１】
　従って、例えば作業現場を移動する場合には取り外した切断装置本体３（接合構造体３
８を含む）を、搬出すべき切断した大型鋼材を切断・掴持装置５により掴持してトレーラ
等に積載したり、切断すべき大型鋼材を切断装置３の位置に移動させると共に、この切断
装置３に噛込ませて鋼材等に取付けられている木材等の異材を引きちぎることができ、ま
たプラント構造物の解体に際して生じる種々
の散乱している廃材を選別したり、小型の切断対象物を切断装置３の位置に移動させるま
でもなく切断することができるから、大型鋼材の切断作業だけでなく、プラント構造物の
解体により生じる種々の廃材を能率良く処理することができ、その汎用性が向上するとい
う効果が生じる。
【００２２】
　なお、以上では、旋回機構を備えた切断・掴持装置５の場合を例として説明したが、こ
れに限らず、旋回機構を備えていない構成の切断・掴持装置に対しても、本発明の技術的
思想を適用することができるので、上記実施の形態によって本発明の技術的思想の適用範
囲が限定されるものではない。
【００２３】
【発明の効果】
　以上述べたように、本発明の請求項１に係る切断作業車両によれば、作業車両の下部走
行体に、上下方向に相対的に開閉する上部顎体と下部顎体とを有し、前記上部顎体と下部
顎体とのそれぞれ相対する側に切断刃を取付け、前記下部顎体に対して前記上部顎体が上
下方向に開閉する切断装置を、前記下部走行体に対して上下方向に回動自在に支持されて
なるので、この切断装置を装着しても車両の安定性が損なわれることがないから、従来よ
りも小型の作業車両に大型で大重量の切断装置を装着することができる。これにより、重
心位置が下がって車両の安定性が増すので、切断装置により長尺で太い大型鋼材を安定し
た状態で切断することができ、イニシャルコストやランニングコストが安価になり、しか
も狭い作業現場にも投入し得るという優れた効果が生じる。
【００２４】
　また、上記の効果に加えて、前記下部顎体に対して前記上部顎体が上下方向に開閉する
構成であるから、下部顎体の切断刃で鋼材を支えると共に、下部顎体の切断刃で支えられ
た鋼材を下部顎体の切断刃と上部顎体の切断刃とにより切断することができる。そして、
下部顎体を地盤に預けることにより、より安定した状態で鋼材を切断することができるか
ら、切断作業時における安全性が向上する。
【００２５】
　さらに、本発明の請求項２に係る切断作業車両によれば、作業腕の先端に装着される作
業装置が、少なくとも切断刃および掴持部を有する開閉自在な切断・掴持装置であるから
、例えば作業現場を移動する場合には取り外した切断装置を、搬出すべき切断した大型鋼
材を切断・掴持装置により掴持してトレーラ等に積載したり、切断すべき大型鋼材を切断
装置の位置に移動させると共に、切断装置に
噛ませた鋼材等を引きちぎることができ、またプラント構造物の解体に際して生じる種々
の散乱している廃材を選別したり、小型の切断対象物を切断装置の位置に移動させるまで
もなく切断することができるから、大型鋼材の切断作業だけでなく、プラント構造物の解
体により生じる種々の廃材を能率良く処理することができ、その汎用性が向上するという
効果が生じる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態に係る切断作業車両の側面図である。
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【図２】　本発明の実施の形態に係り、作業腕を省略した状態を示す切断作業車両の平面
図である。
【図３】　本発明の実施の形態に係り、切断装置の側面図である。
【図４】　本発明の実施の形態に係り、切断装置の下部走行体への装着状態を示す側面で
ある。
【図５】　本発明の実施の形態に係り、切断装置の下部走行体への装着状態を示す平面図
である。
【図６】　本発明の実施の形態に係り、切断・掴持装置の側面図である。
【符号の説明】
　１…切断作業車両
　２…作業車両本体，２１…下部走行体，２２…上部旋回体，２３…運転室，２４…作業
腕，２４ａ…ブーム，２４ｂ…アーム，２５…作業装置連結ピン、２６…作動リンク，２
７…リンク連結ピン
　３…切断装置，３１…切断装置本体，３２…固定刃保持フレーム，３２ａ…下部固定切
断刃，３３…開閉支持ピン，３４…可動刃保持フレーム，３４ａ…上部可動切断刃，３５
…可動刃作動用シリンダ，３６…ロッド連結ピン，３７…ボトム連結ピン，３８…接合構
造体，３８ａ…接合フレーム，３８ｂ…ブラケット，３８ｃ…補強リブ
　４…回動支持機構，４１…主フレーム，４２…連結筒，４３…回動用シリンダ，４４…
ボトム連結ピン，４５…ロッド連結ピン，４６…回動支点ピン
　５…切断・掴持装置，５１…ブラケット，５２…旋回機構取付板，５３…旋回機構，５
３ａ…油圧モータ，５４…固定フレーム，５４ａ…固定切断刃，５４ｂ…固定掴持部，５
５…可動フレーム，５５ａ…可動切断刃，５５ｂ…可動掴持部，５６…開閉支持ピン，５
７…可動刃作動用シリンダ，５８…ボトム連結ピン，５９…ロッド連結ピン，６０…スイ
ベルジョイント

【図１】 【図２】
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